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く3 .1 1 以降〉 読書会 ｢ 震災を読み解くために｣

この 読書会に つ い て

◆ ｢ く3 ･11 以降〉 読書会｣ 駄 あるひとつ の 本を取り上げ､ それを参加嗜みんなで
一

鰍こ読んで いく
もの です｡ この読書会では ､ 他の 人々 と共に読むという ことを癖大阪活か し､

一

つ の 本に対する人 々
の多凛な ｢読み方｣ を大切に します ｡ そう して参加者 どうしが協力し合い ､ 触発 し合 っ て ､ く虔災〉
とい う出来事凌

-

それを直接に扱う ｢嚢災関連書｣ を
一

人で読むだけでは辿りつ けない ような とこ
ろま で 一

汗く ｢ 読み解く｣ ことができるような場でありた い と慮 っ ています｡

初回に取り上げる本に つ い て

◆ 初回から何回かに洩 っ て ､ まずはジャ ン = リ ュ ッ ク ･ ナ ン シ ー 苛 ｢ フ クシ マ の後で 倣局 ･ 技術 ･

民主主義｣ ( 汝名書庸哲乱 以文社) をじっ くりと読み解い て い こうと患い ます｡ さ しあたり日辟と

する のは ､ この 本の第
一

草 ｢破局の等価牲｣ を読み切 る ことです｡

フ ク シ ア の炭 ぞ 庇唇 ■ 甜 ･ 点主主家 /

ジヤ .
ン = リュ ッ ク ･ ナン シ ー

一考. 劇文辞

第
一

革には ､ ナ ン シ ー が､ 2 0 1 1 年 1 2 月 1 7 日に東洋大学で行 っ たウ ェ ブ耕演会 ｢ポ ス ト福島

の 哲学｣ で発表された原飼を元に して 公刊 され た文章が収め られ て います｡ ジ ャ ン = リ ュ ッ ク . ナン シ
ー は フ ラン スの (今も存命中の) 哲学者で ､ 濱名暮さんによる ｢訳者辞隠J によれば､ ｢ フ ラ ン ス現

代思想｣ の系言削こ位置するほとん ど ｢最後の生 き残り｣ であるそうです｡ 読書会を進め るに 当た っ て

は ､ とにかく虫よりも貿を重視 します｡ たとえば
一

回に 一 節も進まない場合があるこ とも覚悟 してお

い てください ｡ しか し文書の 理解は文書の全体に も依りますか ら､ 初回や2 回目までにはせ めて第
一

幸の全体には目を通 してお いてください ｡ そのさい に各人が全く理解で きなか っ た箇所､ 先に かか っ

た歯軌 印象的な箇所が必ずあるはずですか ら､ まずはそこを糸口に鼓寄金を進めて い こう と患いま

す｡ (文責 : 絢引周 て つ がくカフ ェ @ せん だ い)

◆開催日 : 平成 が 年 4 月 即 日 (月 ･ 祝 日)

◆時間 : 1 引矧開始 ､ 2 時問

◆場所 : C 鯉e 仙 ほ8 れ A 仙 r ( カフ ェ モ ー ツ ア ル ト ア トリ エ)

仙 台市青葉 区柴 ケ 袋 卜 1 -

1 3 B I F/ 参考 ロR L ; 助 :/ / 別ば ㈹ hi .j p / 血 陀/ m o 祖 止b 血山

◆参加餞 : 65 0 円 ( お茶代 + 座席料)

◆申し込み : 要事曲申 し込 み ( お名前とご連絡先を明記 の上 ､ 開催前日ま でに下記宛に

メ ー ルにてお 申込みください ｡ わたひ 魯

◆申し込み ･ 問い合わせ先 : p u l ぱ8 e n 血i 仙 皿 ( 棉引 まで)



｢ 震災を読み解くために｣ 読書会の理念

● ● ●

私たちは､ 読書会というかたちで本を読むことが､ 単に 一

人で本を歳む

ときには得られないような､ 格別の効果をもたらすものだと考えます｡

第 一 に ､ ある 一 つ のテキス トを巡る多種多様な意見や患いに触れること

に よ っ て ､ 自分 一

人 の理解がいかに特殊なもの であるかを知ることができ

ます｡ これを反対か ら言うと､ 本を読む営みの もつ
"

豊かさ
"

に気づくこ

とができるとい うことです｡ ふだん多くの人に と っ て ､ 一 つ の本を巡る解

釈につ い て誰かと熟く語り合う機会な どそうない の ではない で しょうか?

そうだとすれば､ ふだん自分が どのくらい
``

特殊な
"

読み方をして いるの

かもわからないはずです｡ それは ｢ 読み の複数性｣ と言い表わすことが で

きるような､ 読む ことの
"

豊かさ
"

を引き出せて いない とい うことです｡

さらにまた､ テキス トを共に読む ことで ､ 読書会に参加する人々 の ( 普段

は隠された) 多様性､ 豊かさにも触れるこ とが できます｡ これも日常の当

たり障りない会話からは決してできない ことです｡

また､ 第二に ､ 読書会に参加し､ 他の参加者と協力することによ っ てテ

キス トと真に向き合うことができるというのも､ 読書会の もたらす効果の
一

つ です ｡ この読書会ではあくまで ｢ 震災｣ とい う出来事との関連性痘保

つ テキス トを取り上げる予定ですから､ テキス トと裏革に向き合い ､ 共に

参加する人々 のカを借りながら､ ｢ 自分なり｣ を乗り越えた読み方で く震

災〉 という出来事を見つ め直すことができるとい う点にも､ こ の読書会に

参加することの意義があるの ではない でしょうか｡

私たちは､ 読書会という読み のかたちがもつ特性を最大限活かしなが

ら､ 潔く く喪災を読み解く〉 こ とを理念とし､ その ための仕掛けをなるべ

く多く用意して いきたい と考えて います｡

文責: 線引周 ( て つがくカフ ェ @ せんだい)




